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　先生は２０１８（平成３０）年８月１３日お亡くなりにな
りました。享年８３歳の大往生でした。謹んでご逝去を悼み、
生前のご指導に対して、改めてお礼申し上げます。
　私、先生の一番弟子だったと自負させていただいておりま
す。４６年前の１９７２（昭和４７）年、東京教育大学理
学部植物学専攻の学部３年生の臨海植物学実習の折に、下田
臨海実験所で先生に初めてお会いしました。その時の格好は
ジーンズに革ジャンパーです。先生が日本学術振興会のナポ
リ実験所派遣事業で１年ほどイタリアに滞在した後の帰国直
後のことです。先生は１９６５年からご退官の１９９９年ま
で３５年間そこで教育研究を行っています。世界でもなかな
か類を見ない真のフィールドナチュラリストだといえます。
私も先生からその魂（生物は見ないとわからない）を受け継
がさせていただきました。さらに研究だけでなく、ヒトの生
き様をどう考えるかもお教えいただきました。
　卒業、修士、博士それぞれの研究で先生のご指導を仰ぎ
フィールドワークをこなしてきました。今の時代には考えら
れないサバイバル潜水法を教わったのもその頃です。何度も
死ぬ目にあうのが普通でした。博士課程終了後２年間下田に
常駐していた時も、通称「横浜サロンアット下田」でほぼ
毎日議論をさせていただきました。先生は恩師というよりは
１５歳年上の大兄という感じで接していただきました。
　先生は退官直後に宮城県の志津川町に移り、町立の自然環
境活用センター長となり、夢に描いていた「チビッコ研究所」
を作りました。そこにも「横浜サロンアット志津川」があり、
私も何度か利用させていただきました。このセンターにおけ
る活動の基本理念は先生のご持論である、人は常に「生きて
いるとは」を考え続けなくてはならないということで、それ
を知る手段として、自然における生物の生き方の観察や漁業
や農業などの一次産業の体験があり、このセンターでそれを
実践しておりました。
　ところが２０１１年３月１１日に起きた大津波で全てが海
の藻屑と消え去ってしまいました。先生は全てのものがなく
なってしまっても、「これでこれまで溜め込んでいた雑物を
片付ける無駄な時間を有効に使える。」という言い方でご自

分の哲学を我々に教えてくれました。
　２０１１年７月、それまで面倒くさい作業なので研究でし
か用いられることのなかった海藻おし葉標本作成を初等中
等教育、生涯教育の分野にまで広げた功績で内閣総理大臣賞
の第４回海洋立国推進功労者表彰を受賞されました。さらに
２０１７年学術的な功績に対して第２回日本藻類学会学術賞
を受賞されております。先生のご研究のやり方は従来の手法
とは異なった独自の手法が多く、それが理にかなっています。
なるほどと感心させられる論文ばかりです。自然で生育して
いる生物をじっくりと観察することから生まれた着想です。
　先生は著書も多く、はじめに三省堂から「海藻の謎」、つ
いで講談社ブルーバックスの「海の中の森の生態」、３番目
に新潮選書の「海の森の物語」と海藻物語三部作を執筆しま
した。この３つの著書はレイチェル・カーソンの海洋生物学
のノンフィクション三部作、「潮風のもとでUnder the Sea-
Wind」、「われらをめぐる海 The sea around us」、「海辺 The 
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Edge of the sea」、を凌駕する著書だと思っております。先
の「チビッコ研究所」の理念もカーソンのいう「Sense of 
Wonder」だと考えます。自然に感動する心を持てというこ
とです。先生は環境問題に関しても下田の頃から社会に警鐘
をならしておりましたが、その頃は列島改造論の大波の中で
社会に取り入れられることがありませんでした。ここでも
カーソン同様、先見性がありすぎたのかもしれません。
　先生の下田実験所の前任者であり、かつ研究上の発想がと
ても豊かな先輩の千原光雄先生のお墓に一緒に参りましょう
とお誘いしたのが１年以上前でした。それから入退院を繰り
返し、残念ながら墓参りに一緒に行くことはありませんでし
た。先生は普段から急ぎ足で歩いているのが印象的です。お
写真を見ているとその姿が今蘇ってまいります。多分あふれ
んばかりの着想があり、時間をもっともっと有効に使いたい
と思っていたのでしょう。生きることも少し急ぎすぎたので
はないかと思われます。先生のご冥福をお祈りしたいと存じ
ます。
　以下に先生のご業績をあげておきます。お纏め下さったの
は倉島彰博士（三重大学）です。
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